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JENESYS2018 大洋州第２陣（招へいプログラム）  

（対象国：オーストラリア、キリバス、クック諸島、サモア、ナウル、バヌアツ、

パラオ、フィジー、マーシャル諸島、ミクロネシア連邦） 

（テーマ：海洋資源・海上安保、防災・復興）の記録 

１．プログラム概要 

オーストラリア、キリバス、クック諸島、サモア、ナウル、バヌアツ、パラオ、フ

ィジー、マーシャル諸島、ミクロネシア連邦より「海洋資源・海上安保」「防災・復

興」に関心のある学生 46 名および引率者３名が、12 月２日～12 月 11 日の９泊 10 日

の日程で訪日し、「海洋資源・海上安保」、「防災・復興」をテーマとしたプログラムに

参加しました。一行は東京都内に加え、「海洋資源・海上安保」グループは長崎県

（五島列島）、「防災・復興」グループは福島県を訪問し、日本の学生との交流やホ

ームステイの他、プログラム中、日本の歴史文化に関する知見を深めるとともに、日

本の生活への理解と関心を深め、各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発

信を行いました。 

また、帰国前の報告会では、訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活

動計画）についてグループ毎に発表しました。 

【参加国・人数】 

学生：46 名(オーストラリア 10 名、キリバス６名、クック諸島１名、サモア４名、ナ

ウル１名、バヌアツ４名、パラオ５名、フィジー10 名、マーシャル諸島３名、

ミクロネシア連邦２名 ※50 音順） 

引率者：３名（オーストラリア１名、フィジー２名） 

【訪問地】 

東京都、長崎県、福島県 

２．日程    

12 月２日（日） 成田国際空港および羽田国際空港より入国 

        【参観】皇居 

12 月３日（月） 来日時オリエンテーション 

２Ａ【海上安保】海上保安庁によるブリーフィング 

２Ｂ【防災・復興】復興庁によるブリーフィング 

２Ａ,Ｂ【都内参観】お台場 

12 月４日（火）～12 月８日（土） 

グループ２Ａ：長崎県（五島列島）訪問 

グループ２Ｂ：福島県訪問 
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（1）グループ２Ａ 

【海洋資源・海上安保】国家石油備蓄基地、矢堅目の塩本舗、マルオト水産 

【講義聴講】自衛隊駐在員事務所所長による講義、長崎県庁による講義 

【交流】ホームステイ、上五島高校、長崎大学海洋未来イノベーション機   

    構 

【参観】頭ヶ島天主堂、ますだ正麺、ペンギン水族館、長崎原爆資料館、平

和公園、長崎アミュプラザ 

（2）グループ２Ｂ 

【表敬】いわき市役所 

【復興・防災】そなエリア東京、ライブいわきみゅうジアム、リプルンふく

しま、いわき市地域防災センター・久之浜大久ふれあい館 

【交流】ホームステイ、東日本国際大学 

【体験】いわき湯本温泉（足湯体験）、餅つき、サニーランド湖南（温泉入

浴） 

【参観】いわき市石炭・化石館ほるる、ワンダーファーム、アクアマリンふ

くしま、野口英世記念館、道の駅猪苗代 

12 月９日（日）帰京後【参観】都庁展望台、浅草寺 

12 月 10 日（月）報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表） 

12 月 11 日（火）【参観】竹下通り、東京タワー 

成田国際空港および羽田国際空港より出国 

３．プログラム記録写真  

12 月３日 オリエンテーション、情報発信

のためのワークショップ 
12 月３日 海上保安庁での聴講（２Ａ） 

Dec 3rd Orientation, Workshop for 

Transmission about Japan 

Dec 3rd Attend the lecture at Japan Coast 

Guard (2A) 
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12 月３日 復興庁での聴講（２Ｂ） 12 月４日 ホームステイ家族と対面（２Ａ）

Dec 3rd Attend the lecture at  

Reconstruction Agency (2B) 
Dec 4th With Homestay family (2A) 

12 月５日 東日本国際大学 福島復興創生

研究所の視察（２Ｂ） 

12 月５日 上五島石油備蓄基地の視察 

（２Ａ） 

Dec 5th Visit to Fukushima 

Reconstruction Creation 

Laboratory, Higashi Nippon 

International University (2B) 

Dec 5th Visit to Kamigoto Oil Storage

Company, Ltd. (2A) 
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12 月６日 足湯体験（２Ｂ） 12 月６日 上五島高校との学校交流（２Ａ）

Dec 6th Experience of footbath (2B) 
Dec 6th Exchange program with Kamigoto 

Highschool (2A)  

12 月７日 トマト狩り体験（２Ｂ） 12 月７日 長崎大学での聴講（２Ａ） 

Dec 7th Tomato Picking Experience (2B) 
Dec 7th Attend the lecture at Nagasaki 

University (2A) 

12 月８日 ホームステイ家族と（２Ｂ） 12 月８日 平和公園訪問（２Ａ） 

Dec 8th With Host Families (2B) 
Dec 8th Visit to Peace Park in Nagasaki 

(2A) 
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12 月９日 浅草寺参拝 12 月 10 日 報告会 

Dec 9th Visit to Senso-ji  Dec 10th Reporting Session 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ バヌアツ 学生  

全てが魅力的だったが、特に挙げたいのは日本人です。日本人は、お互いに、そして

人種を問わず尊敬の念を示していました。人種問題もなく不平等な問題もありませんで

した。あるのは、思いやりと平穏のみでした。この地球上で、最も信頼に値する人たち

でした。 

◆ フィジー 学生 

一番思い出に残ったのは、私のホストファミリーだった人たちとの交流です。自分の

家にいるかのような思いをさせてくれ、そしてとてもおいしいご飯を作ってくれました。

私たちの間には言葉の面での障壁はありましたが、何とかうまく、ジェスチャーを使っ

たり、そしてもちろん心と心を通じ合わせたりすることで、コミュニケーションをとる

ことができました。愛という形のコミュニケーション手段なのです。 

◆ サモア 学生 

私たちは、自分たちの文化を紹介し、そして日本の人たちは私たちに日本語を教えよ

うとしてくれました。そして、今回同行してくれた通訳の人は、私たちの質問に対し、

日本の文化や人生等について、とても面白い答えを示してくれました。 

◆ オーストラリア 学生 

ホームステイでは、日本の人々との交流は、すべて思い出深かったです。今回の機会

での日本人との交流は、とても素晴らしい経験でした。日本語を勉強している学生とし

て、私は日本語で日本人といろいろな考えについて交流することが大好きで、今回のホ

ームステイはそれをするのに、とっておきの良い機会でした。 
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５．受入れ側の感想 

 ホームステイ受入家庭 

滞在中の体験イベントで行った、餅つきや地元料理の調理などの日本の文化体験に

積極的参加し楽しむ姿があったことから、受け入れ側としても良い経験ができた。今回

は冬期間での訪問だったが、時期によっては地元野菜の収穫体験や湖水浴ができるので、

機会があればまた訪問してほしい。 

農家民宿への宿泊ということで、一般家庭での日常体験を経験してもらった。日本人

では当たり前のことが（雪かき等）、参加した外国人には初めてのことだったため、戸

惑う姿もあったが、積極的に参加し楽しんでいた。当宿への外国人の宿泊は初めてだっ

たが、自分自身も楽しむことができ良い経験になった。夏になればもっと多くのことが

経験できるのでまた参加してほしい。 

６．参加者の対外発信 

フェイスブックにて発信（２Ａ） フェイスブックにて発信（２Ｂ） 

Nagasaki University tour visiting 

museum etc. 

Day 1 - 3rd Dec Afternoon Session:  

Lecture at the Reconstruction 

Agency. 
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７．現地メディアによる発信 

 

２陣の訪日について 

共同通信・アジアネットによる配信 

For schedules, please visit: 

Group 2A: Marine Resources and Marine Security 

https://kyodonewsprwire.jp/attach/201811260724-O1-YE2waVmY.pdf 

Group 2B: Disaster Prevention and Reconstruction from the Disaster 

https://kyodonewsprwire.jp/attach/201811260724-O2-ucrBLIZd.pdf 

Relevant organization's websites 

The University of the South Pacific: https://www.usp.ac.fj/ 

Ministry of Foreign Affairs: 

https://www.mofa.go.jp/p_pd/ep/page22e_000703.html 

Japan Overseas Cooperative Association: http://www.joca.or.jp/english/ 

The Japan Overseas Cooperative Association is coordinating and implementing 

the Youth Invitation Program from Oceania, on consignment from the 

University of the South Pacific. 
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８．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

「アクション・プラン」 

・ブログの利用 

コミュニケーションのツールとして、SNS の利用は非常に有用であることから、こ

れを利用して、参加した感想や動画等のメディアの公開をする 

・視覚材の利用（ポスターやしおりなど） 

インパクトを与えるツールとして、非常に有用であり且つ聴覚が不自由な人に対

しても情報を提供することができる 

・ココナッツワイヤレスの利用について 

太平洋島嶼国では広く使われているネット接続のためのプラットフォームで、遠

隔地間での、ネットを使ってのミーティングなど、広い用途が見込める。 

Action Plan 

1. Blog 

The use of social media as a means of communication is very important as it 

makes use of the technology that we have to achieve mass penetration. 

• Personal impressions 

• Quantitative as well as Qualitative 

• Incorporation of images, videos and other multimedia 

2. Visual Aids 

Visual aids are an important way of showcasing information as they act as 

stimulus for hearing and non-hearing persons. 

• Posters 
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• Brochures 

• Videos (Youtube, Facebook, Instagram etc) 

3. “Coconut Wireless” 

This is one of the fundamental institutions in the Pacific. It is the 

fastest form of Wi-Fi that you will ever experience – never underestimate 

its power!  

• Grog Sessions 

• Community Meetings 

• Youth Groups 

 


